
序 文

医療技術の高度化や患者ニーズの変化などによって，
看護の役割や機能が拡大し，専門看護師の出現など専門
分化が進行しつつある。また，結婚・出産後も働く女性
が増えてきたこと，看護教育の大学化が進み教育水準も
向上してきたことから，看護師の職業に対するとらえ方
も変化しつつあると考えられる。このような状況におい
て，看護師が質の高い看護を実践していくためには，自
身の専門職者としての力を発揮していきいきと働く職場
を作っていくことが重要である。人がいきいきしている
心理的態度を表す一側面として，心理的 とい
う概念が提唱されている ）。心理的 は，意味あ
る人生あるいは自己実現の希求に注目しており，日常生
活でのさまざまな課題を通した達成，たとえば，意味あ
る目標の追求や一人の人間としての成長発達などについ
ての認知ととらえられている。看護師を対象とした研究
では，個人特性や職場内の要因による影響について検討
されてきた ）。看護師がいきいきと働くためには，一人
の人間として心理的に であることに加えて，
専門職者として自律し，働くことそのものに自分らしい
生き方を見いだしていくことが必要と考えられる。

看護師の職業を専門職という観点で見た場合，専門職
性に関する研究も行われている ）。専門職性の構成要素
には，おおむね，対象に対する奉仕性や尊厳など，ある
いはそれを実践するために必要な態度，他職種との共働
と自律，専門職者としての成長や自己実現などが含まれ
ている。しかし，近年のような看護を取り巻く社会が急
速に変化していることによって，看護師の職業について
のとらえ方も変化していると考えられるが，実証的な研
究が十分に行われているとは言えない。
一方，組織の中で働く職業人の帰属意識を表す概念と
してコミットメントが取り上げられ，これまでにも数多
くの研究が行われてきた。コミットメントはかかわりあ
いや傾倒，愛着などの意味を持つ心理的態度で，
ら ）は，情緒的な愛着のような情緒的要素（

），組織を辞める際の損得勘定に基づく計算的要
素（ ）脚 ），理屈抜きの忠誠心を意味
する規範的要素（ ）を挙げている。
非専門職者を対象とした研究では，コミットメントの対
象として組織を取り扱うことが多い ）。しかし，専門性
の高い職業においては，組織よりも自らの職業にコミッ
トすることが多く ），看護師の場合もコミットする対象と
して組織と職業を視野に入れる必要がある ）。看護師の
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場合，組織コミットメントが高いということは，働いて
いる病院の価値や目的を受容し，組織の一員として積極
的な参加や生産を行っている状態であり，職業コミット
メントが高い場合は，看護という仕事の価値を理解し自
分自身にとって職業が重要な意味をもっている状態とい
うことになる。組織コミットメントと職業コミットメン
トの関係について，人は組織か職業のどちらかにコミッ
トすると考えられてきたが，組織コミットメントは職業
コミットメントと独立した次元であり，組織と職業両方
にコミットしている状態（二重コミットメント）が存在す
るとも言われている ）。二重コミットメントを検討する
際は，情緒的要素を中心に検討されているが，看護師を
対象として二重コミットメントについて検討した研究は
見られない。 ら ）や高木 ）は，組織コミットメント
は生産性との関連がない職務満足とは違って，パフォー
マンスなどの生産性や従業員の心理的健康をもたらすこ
とを示している。しかし，組織か職業のいずれかにコミッ
トする場合は，コミットしている対象からは内的報酬を
得るがコミットしていない対象は外的報酬を得るための
手段になることも指摘されている ）。コミットメントが専
門職性や心理的 に影響している可能性がある
が，組織と職業に対するコミットメントのうち，どのよう
なタイプのコミットメントが専門職性や心理的
に影響するのかはこれまでに明らかにされていない。
高齢化や少子化といった現代の社会的変化は，現代女

性のライフサイクルや心理的発達にも重要な影響を及ぼ
しており，女性がほとんどを占める看護師の場合，結婚
や出産などのライフイベントがコミットメントや心理的

に影響する可能性がある。心理的 の
因子の一部は未婚者よりも既婚者のほうが高く ），組織
コミットメント，職業コミットメントともに既婚者の方
が高いことが示されており ），既婚・未婚の違いを要因
として検討する必要がある。
以上のことから，本研究においては，コミットメント
のタイプおよび結婚の有無によって，個人の専門職性や
心理的 に違いがあるのかについて検討するこ
とを目的とする。さらに，組織コミットメントや心理的

は年齢や勤務年数によって変化するという報
告もある ）ことから，年齢をできるだけ制御する必
要があると考えられる。 代後半ないし 代以降になる
と自分と仕事がなじみ，自分の独自性を生かして仕事に
取り組んでいると感じられるようになるが，一方で，結
婚や出産で仕事を中断するかどうか選択を迫られる時期
でもあると言われている ）ことから，本研究では対象を
歳代に絞ることとする。

方 法

．調査対象

愛媛県内の公立病院 施設に勤務している 歳代の女
性看護師のうち，管理部勤務者，看護師長および次席（副
看護師長あるいは主任に該当する）を除く， 名を対
象として調査用紙を配布した。回収された 名（回収
率 ％）のうち，今回の対象を 歳代の者 名とした。

．調査内容

職業コミットメント・組織コミットメント
ら ）による［情緒的コミットメント］［計算的コミッ
トメント］［規範的コミットメント］それぞれ 因子
からなる 項目を翻訳して用いた。この尺度は，看護
師を対象とした研究において作成され 組織コミット
メントと職業コミットメントの各因子は弁別可能であ
るとされている。意味の難解な項目は高木ら ）を参考
にして翻訳した。
専門職性 田尾）のプロフェッショナリズム尺度は，

看護師には適切ではない項目も含まれていると述べら
れていること，また，看護師の専門職性のとらえ方は
変化してきていると考えられることから，プロフェッ
ショナリズム尺度および自律性尺度 ）を参考に，新た
に作成した 項目を用いた。
心理的 ら ）の概念化により西田 ）

が作成した尺度［人生における目的］［人格的成長］［自
律性］［自己受容］［積極的な他者関係］［環境制御力］
因子 項目を用いた。

以上の質問内容に対して，各項目について自分自身どの
程度そう思うか，あるいは，どの程度あてはまるかについ
て， 職業コミットメント・組織コミットメントについ
ては そう思う（ 点） そう思わない（ 点）， 専門
職性， 心理的 については あてはまる（ 点）
あてはまらない（ 点） の 段階で評定を求めた。
フェイスシート 年齢，看護師としての経験年数，
結婚の有無などをたずねた。

．手続き

調査は，無記名による自己記入式質問紙調査で， 年
月に行った。病院の看護部を通じて，各病棟に研究の主
旨と研究協力の依頼を記述した文書を添付した調査用紙を
配布してもらうように依頼した。その際，研究への協力は
自由意志によるものであること，研究目的以外には調査
データを使用しないこと，データはコンピュータ処理をす
ることによって回答者の特定ができない方法をとることな
どを明記した。調査用紙は一定期間回収箱を設置して留め
置きにより回収した。各尺度項目に 点を与えて得点
化し，主な統計処理は を用いた。



結 果

回収された 名のうち，正規職員ですべての項目に回
答している 名を分析対象とした（有効回答率 ％）。
対象の平均年齢は （ ）歳，看護職経験年数は平
均 （ ）年，現部署での経験年数は （ ）
年であった。既婚者は 名で平均年齢は （ ）歳，
未婚者は 名で平均年齢は （ ）歳であり，既
婚者と未婚者間で年齢差が認められた（ ）。
使用した尺度のうち，今回作成した専門職性尺度 項目

について，因子構造を明らかにするために主因子法による

因子分析を行った結果， 因子が抽出された。プロマッ
クス回転後の因子負荷量を表 に示した。第 因子から
［専門性の探求］［他者との共働］［社会的責任］と命名し，
信頼性を示す の 係数は，それぞれ， ， ，
であった。分析対象者ごとに各尺度および因子ごと

の素点の合計を項目数で割った尺度得点を算出した。組
織コミットメントと職業コミットメントを比較すると，
相対的に職業コミットメントのほうが高かった（表 ）。
組織コミットメントにおいては［計算的コミットメント］
が最も高く，職業コミットメントでは［情緒的コミット
メント］が最も高かった。

表 看護師の専門職性因子分析結果

専門性の探求 他者との共働 社会的責任 共通性

よい仕事ができるように，たえず新しい知識や技術を学ぶように心がけ
ている

仕事に関係のある学会や研修会には，積極的に出席するようにしている

看護師としての自己啓発に心がけている

仕事に関する専門誌を定期的に読んでいる

病院内のさまざまな委員会や研究会に積極的に参加するようにしている

患者のためやよい看護を行うため，上司や同僚・医師に積極的に意見を
述べている

委員会や勉強会では積極的に発言している

患者のためにならないと思うことに対しては，上司や医師であっても異
議を唱えている

社会にとって欠くことができない仕事をしていると思う

仕事を通して，社会に大きな貢献ができていると思う

自分の仕事に何か問題が起これば，自分が責任を負う必要があると考え
ている

たいていの仕事は，自分自身の判断でしている

プロマックス回転後の固有値

因子間相関 専門性の探求 他者との共働

他者との共働

社会的責任

回転後の因子パターンにおいて，絶対値 以上の因子負荷量を示した。

表 各尺度得点の平均値と標準偏差

尺度の各因子 平均値
組織コミットメント 情緒的コミットメント

規範的コミットメント
計算的コミットメント

職業コミットメント 情緒的コミットメント
規範的コミットメント
計算的コミットメント

心理的 人生における目的
人格的成長
自律性
自己受容
積極的な他者関係
環境制御力

専門職性 専門性の探求
他者との共働
社会的責任

組織コミットメントおよび職業コミットメントのタイプ
を 分割するために，それぞれ中央値によって尺度得点の
高低 群に分類した。そして，組織・職業にコミットして
いる程度の高いものを二重コミットメント（ ）群，組織
コミットメントが高く職業コミットメントが低いものを組
織コミットメント優位（ ）群，職業コミットメントが高
く組織コミットメントが低いものを職業コミットメント優
位（ ）群，両方とも低いものをコミットなし（ ）群とし
た。それぞれ順に，既婚者の場合は 名， 名， 名，
名，未婚者の場合は 名， 名， 名， 名となった。
専門職性と心理的 について，結婚の有無およ
びコミットメントのタイプ（ 要因 ）によって，
二元配置分散分析を行った。その結果，まず，結婚の有



無およびコミットメントのタイプによる交互作用は有意
ではなかった。結婚の有無による主効果は専門職性の
［専門性の探求］と［他者との共働］，心理的
の［人生における目的］と［自律性］において有意であっ
た（表 ）。このうち，［人生における目的］では既婚者が
未婚者よりも高かったが，［自律性］および［専門性の

探求］［他者との共働］では未婚者が既婚者よりも高かっ
た。さらに，年齢と専門職性および心理的 の
各因子との相関係数を算出したところ，［自律性］で弱
い正の相関が有意となり，その他の因子は年齢との相関
関係は見られなかった（ ）。
コミットメントのタイプによる主効果はすべての因子に

表 看護師の専門職性と心理的 コミットメントのタイプ 結婚の有無による分散分析結果

従 属 変 数 平均値 値 多重比較結果

専 門 職 性

専 門 性 の 探 求

既婚
既婚 未婚未婚

他 者 と の 共 働

既婚 既婚 未婚未婚

社 会 的 責 任

既婚
未婚

心理的

人生における目的

既婚 未婚 既婚未婚

人 格 的 成 長

既婚
未婚

自 律 性

既婚 既婚 未婚未婚

自 己 受 容

既婚
未婚

積極的な他者関係

既婚
未婚

環 境 制 御 力

既婚
未婚

コミットなし群（組織コミットメント・職業コミットメントともに低い）
組織コミットメント優位群（組織コミットメントは高く職業コミットメントは低い）
職業コミットメント優位群（職業コミットメントは高く組織コミットメントは低い）
二重コミットメント群（組織コミットメント・職業コミットメントともに高い）



おいて有意であった。 法による多重比較を行ったと
ころ，［人格的成長］［自己受容］［積極的な他者関係］お
よび［社会的責任］においては，二重コミットメント群が
組織コミットメント優位群よりも高かった。［人格的成長］
と［自己受容］では，職業コミットメント優位群が組織コ
ミットメント優位群よりも高かった。さらに，［自律性］
は職業コミットメント優位群が最も高く，組織コミット
メント優位群だけではなく二重コミットメント群とも有
意差があった。

考 察

本研究では，公立病院に勤務する 歳代の女性看護師
を対象として，結婚の有無およびコミットメントのタイ
プによる専門職性や心理的 の違いを検討した。
その結果を要約すると，結婚の有無による違いでは［人
生における目的］は既婚者が，［自律性］［専門性の探求］
［他者との共働］は未婚者が高かった。コミットメント
のタイプによる比較では，因子によって影響の仕方が異
なっていたものの，職業にコミットしている程度が高い
二重コミットメント群や職業コミットメント優位群が，
職業へのコミットの程度が低い群よりも因子の平均値が
高い傾向が見られた。

ら ）は，組織コミットメントと職業コミットは弁
別可能であると述べているが，本研究の結果も，看護師の
組織コミットメントと職業コミットメントは専門職性や心
理的 の各因子に異なる影響があったことから，
両者が異なる概念であることを示しており， らの主
張を支持していると考えられる。また，非専門職者の場合
は組織コミットメントと心理的健康との関連があるといわ
れているが，それとは異なり，看護師の専門職性や心理的

を高めている要因として影響力が強かったのは
組織コミットメントではなかった。組織にも職業にもコ
ミットしている（二重コミットメント）場合でも，必ずしも
看護師の専門職性や心理的 が高いとはいえず，
むしろ，職業コミットメントのほうが多くの側面に影響し
ている可能性が明らかになった。さらに，［自律性］では，
職業コミットメント優位群が二重コミットメント群よりも
有意に高かったことも注目に値する。組織にコミットして
いる者は，組織の価値や目的を受容し，個人が組織の一員
として積極的な参加や生産を行っている。しかし，その一
方で，組織に内発的，社会的，経済的な期待をしている，
つまり，組織に依存している状態でもあり，組織コミット
メントは個人の自律性を向上させるための阻害要因となり
かねない。非専門職者の場合，組織コミットメントは離職・
転職の意志と関連があることから，賃金体系や昇給体系な
ど人事管理の見直しによって組織コミットメントを高め
ようとする。しかし，看護師にはこのような組織への定

着を主眼に置いた人事考課の変革ではなく，むしろ，看
護師としての職業意識を高めるような教育や人事考課の
あり方が求められていると推察される。
石田ら ）によると，看護師のキャリアコミットメント

（職業コミットメント）脚 ）は勤務年数とは関連がなく，
組織内で自分のキャリアを伸ばせる可能性を認知してい
るほど高くなると報告されている。したがって，看護師
のキャリアアップへの認知につながるような教育環境の
整備や職務経験の評価が求められている。また，組織側
からすれば結婚や出産に伴うキャリアの中断は，実践力
の損失と考えられがちであるが，個人にとってはライフ
サイクル上の変化である。たとえ，出産や育児などで一
度は中断したとしても，看護の仕事に魅力を感じている
者であれば再び職場に戻ることも可能であり，かえって
出産や育児などはその後の仕事に幅をもたせるための一
つのステップにもなる。このことからも，組織にコミッ
トさせようとするよりも，個人が看護という仕事に魅力
や生きがいを感じられるように看護師としての育成をサ
ポートすることが重要であるといえる。
結婚の有無と専門職性および心理的 との関
連について検討し［人生における目的］は既婚者が，［自
律性］［専門性の探求］［他者との共働］は未婚者が高かっ
た。このとき，既婚者と未婚者では年齢差が有意であっ
たことから，両群の得点差は年齢による違いを反映した
結果にすぎない可能性があると考えられた。しかし，［人
生における目的］［専門性の探求］および［他者との共働］
と年齢との間には相関関係は見られなかった。［自律性］
については，年齢との間に弱い正の相関関係が認められ
たが，年齢が低かった未婚者のほうが既婚者よりも［自
律性］得点は高かった。以上のことから，両群の得点差
は年齢による影響よりも結婚の有無による違いであると
考えられる。
シングルライフのメリットは，心の自由と自由時間を
活用して主体的な人生が送れることで，結婚しない理由
の一つには専門職やキャリアの志向があげられると言わ
れている ）。 歳代看護師の過半数が未婚者であったこ
と，専門職性のうち［専門性の探求］［他者との共働］
は未婚者が高かったことから，看護師は専門職性の志向
が高く，看護という仕事に惹かれ専門性を追求しようと
して，結婚を後回しにしている者も多いと考えられる。
職業生活を中心に自分のライフスタイルを形成していく
男性とは異なり，女性の場合，結婚，出産，育児のたび
に選択を迫られ決断せざるをえない。そのうえ，看護師
の場合は，交代制による夜間勤務を求められるため，家
族の理解やサポートがなければ職業を継続していくこと
は難しい。また，結婚することによって新しい家族が編
成され，女性は妻としてあるいは母親としてなど多重の
役割を担うことになる。西田 ）は，子育て期には母親役



割達成感が，子供が学童期から青年期に位置するように
なると妻役割達成感が心理的 の多くの因子と
関連しており，それぞれの役割達成感が成人女性のライ
フサイクルの中で異なった重要性を持つことを示してい
る。単に，結婚の有無だけではなく家庭における役割や
子育てなどによって心理的 の多くが影響を受
けることが予測されるため，今後は，これらの要因も検
討に加えると詳細な分析ができるものと考えられる。
以上のことを統合すると，以下のような結論が導き出
せる。組織よりも看護という職業にコミットすること
で，看護師は意味ある人生あるいは自己実現をめざし，
看護職としての専門性を追求する側面があるといえる。
また，既婚・未婚の違いによっても専門職性や心理的

の一部の側面に違いが認められ，結婚や出産
などのライフイベントを通じた個人の環境要因も専門職
性や心理的 に影響している可能性が示唆され
た。これらのことから，今後は，看護師が職業にコミッ
トし職業人として成長発達していくことを支援するため
の看護管理のあり方が求められている。
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要 旨

公立病院の 歳代の女性看護師 名を対象に，個人
の専門職性や心理的 が組織コミットメントお
よび職業コミットメントのタイプと結婚の有無によって
違いがあるのか検討した。その結果，看護師の専門職性
や心理的 には組織コミットメントよりも職業
コミットメントの方が影響している側面が多かった。結
婚の有無による違いも見られた。これらの結果から，職
業を通じた個人の心理的 や専門職性の発達を
サポートしていく看護管理のあり方についての示唆が得
られた。

脚 注

）本研究において， らの
を 計算的コミットメント としている。計算的コ
ミットメントは，得られるものがあるからとどまる
という，いわばプラス方向の意味内容を持ち，存続
的コミットメントは辞めれば失われるものが多いの
でとどまるという，マイナスを回避するという意味
内容を持つという違いがあるものの，損得勘定を念
頭においた打算的要素という点では共通する部分が
含まれていると言われている ）。測定している内容
にはこれらの両側面が含まれており，計算的コミッ
トメントとするほうが打算的要素であることが明確
に伝わりやすいこと， らの概念を基盤にした
先行研究 ）においても 計算的 が用いられている
ことなどから，総合的に判断し 計算的 とした。

）職業コミットメントとキャリアコミットメントの用
語について 本研究における職業コミットメントは
職業自体に対するコミットメントを検討するために，

ら ）による の概念を用
いた。先行研究において職業という概念を扱う場合，

キャリア を用いる場合もあるが，
らは， という用語の持つ曖昧性を指摘し，

が最も適していると述べて
いる。以上のことから，本研究においても，和訳を
職業コミットメント とした。また，石田ら ）は
キャリアコミットメント を用いているが，その
概念は らを基盤にした職業自体に対するコ
ミットメントであるため，本研究においては同義と
して扱っている。


